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人的資本開示時代への対応

第
　
章
I

　2023年は，各社が人的資本経営に向けて大きく舵を切る年になる。
人材が資産と見なされる時代に入ることで，人事部の役割はどのように
変化するのだろうか。自社の人材マネジメントに求められる方向性を正
確に理解し，効果的な取組みを進めていく必要があるだろう。



人的資本経営と人事部門の役割
～人事は何を学んでいくべきか～

JSHRM　会長　　中島　豊

１　「経営」の始まり
２　「金融資本経営」とその限界
３　非財務情報に注目したESG経営
４　持続可能性を生み出す企業の「力」
５　人的資本経営と人事部門
６　 日本の人事部門の弱点を克服する 
HRMナレッジ大系

　人的資本経営においては，人材マネジメントの位置づけも様変わりし
てくると考えられます。企業価値を高めるという目的のために，人事部
門は新たにどのような役割を果たすべきなのでしょうか。
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◉�　非財務情報が重視されるESG経営においては，経営を「企業価値
を長期的に高める力の強化」と考える。
◉�　人的資本経営とは，人材を「資本」として捉え，その価値を最大
限に引き出すことで，中長期的な企業価値向上につなげる経営のあ
り方とされる。
◉�　キャッシュと資産を循環させる仕事をする力となるのが人材の
「価値」であり，この価値を高める主体として働くのが人事部門で
ある。

Point

１�　「経営」の始まり

　「世界三大コンサルティングファーム」の１つといわれる経営コンサル
ティング会社のマッキンゼー・アンド・カンパニーの創業者であるジェー
ムス・O・マッキンゼーは会計士でした。今では，会計は経営学の重要な
一部と認識されていますが，元はといえば，経営は会計から生み出された
ものです。
　会計の歴史は大変古く，現在の会計の基礎となっている「複式簿記」の
システムは，紀元1300年頃にイタリアのトスカーナで開発されたといわれ
ています。この頃のイタリアはいくつもの商業国家に分かれ，共同出資に
よって多くの資本を集めて商業を発達させました。複式簿記は，それまで
の単式簿記のように「収入」と「支出」を集計するだけでなく，「資産」
と「負債」の状況を同時に示すことで，「利益」と「損失」を示すことが
できました。これによって出資者たちに商業活動の状況を明確に示して利
益の配分を行えるようになりました。
　会計は17世紀のオランダでさらに発展し，オランダ東インド会社を筆頭
にした国の商業的発展に貢献することになります。18世紀に入ると今度は
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イギリスにおいて，多くの資本を必要とする工業が発展し始めたために，
一般管理費，販売費，金利といった事業を構成するさまざまな要素のコス
トを明らかにすることができるように会計も発展し，販売実績から将来予
測を立て，それに応じた生産計画を作るといった効率化が進められるよう
になり，その後の産業革命の推進を後押ししました。
　こうしてイギリスで培われて来た会計は当時の植民地であったアメリカ
にも持ち込まれました。ベンジャミン・フランクリン，トーマス・ジェ
ファーソン，ジョージ・ワシントンといったアメリカ合衆国の基礎を作っ
た人びとは皆，会計をよく知っており，やがてその知識は広く国中に流布
していきました。
　そして19世紀の終わりには，フレディリック・テーラーが，人件費，原
料費，労働時間などを正確に把握して，それによって月次決算に基づく詳
細な原価計算によって生産管理を行う「科学的管理法」を生み出しました。
　この科学的管理法が経営の基礎となり，やがて会計を軸にして経営学を
教えるビジネススクールや実践指南を行う経営コンサルティング会社が設
立されました。

２　「金融資本経営」とその限界

　会計を軸にした経営とは，企業がもつ資本（金融資本）によって「資
産」を稼動させ，それによって元の資本を拡大するような循環を生み出す
ことです（図表１）。ここでは，これを「金融資本経営」と呼びます。金
融資本経営では，投資した資本を拡大させた差分が重要視されます。そこ
で，インカム・ステートメントによって計算される「利益」に注目が集ま
ります。同時に資本の循環を把握するためキャッシュフロー表と貸借対照
表を活用します。
　金融資本経営の手法は産業革命から20世紀の終わりに至るまで，大きな
成功を収めました。産業が勃興し，企業は自国内にとどまらず海外にも規
模を拡大させ，経営の複雑さが増すと共に，会計も複雑になりました。
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　会計を軸にした金融資本経営の一番の弱点は，「不正会計」です。2001
年に発覚したエンロン事件を皮切りにワールドコム，タイコインターナ
ショナル，アデルフィアなどの大企業の破たん，そして2008年のサブプラ
イムローン問題をきっかけにした世界金融危機など，不正な会計により企
業破綻や金融システム危機を招いた例を，私たちはたくさん知っています。
　これに対して，世界の金融当局はSOX法などの新しい法律を作り，内
部統制の強化や財務ディスクロージャーの強化などのさまざまな対抗措置
を講じましたが，高度に複雑化した会計制度は，もはやひと握りの高度な
教育を受けた専門家しか扱えないようになり，不祥事を完全に防止するこ
とが困難になってきています。

３　非財務情報に注目したESG経営

　今日の企業活動はますます複雑になり，社会や環境に与える影響も無視
できなくなっています。単独の企業が周囲にコスト負担を強いて自分の利
益のみを追求する部分最適だけでは，世界全体に対する利益を損なって全

図表１　財務情報に基づく金融資本経営

Cashが動いた「結果（利益）」に注目する　

収入と支出

資産と負債

利益

キャッシュ
フロー

キャッシュ
フロー

資料出所：筆者作成
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